業績目録 by unknown
学長　渡邊弘
学術論文
【単著】
⑴「道徳の教科化について考える」栃木県連合教育会誌「下野教育」第752号、2016年
5月、単著
⑵「新時代を担う想像力豊かな人材を育てる」潮出版社、2017年 1月。単著
⑶「これからの道徳教育について～今、改めて考えておくべきこと～」栃木県小学校教
育研究会会報、2018年 3月。単著
【共著】
⑴「『ごんぎつね』の教材研究」作新学院大学教職実践センター紀要第 4号、2017年 3
月　共著
⑵「各教科・領域との連携における同度授業の実践的研究～性的マイノリティの問題を
教材として～」作新学院大学教職実践センター紀要第 5号、2017年12月　共著
 【その他】
⑴書評「評伝牧口常三郎」週刊読書人、2017年 8月21日　単著
⑵「創価教育に期待すること」聖教新聞、2017年12月15日　単著
⑶「小林一茶の研究家」真岡新聞、2017年 7月14日　単著
⑷「更なる“人間教育の実践”を目指して」経済同友会「同人」、2018年 1月　単著
⑸「公認心理師の養成」下野新聞、2018年 1月　単著。
⑹「『生涯活躍』の人創りのための研究と活動をめざして」あしぎん経済月報、2018年
7月31日　単著
⑺「作新学院大学のスポーツとこれからの生涯活躍社会を支えてゆく教育と研究」下野
新聞社発行 SPRIDE、2018年 8月 1日　単著
⑻「道徳科について考える～「考え、議論する道徳」への期待と課題～」日本教育新聞
社、2018年 8月27日　単著
社会的活動
【各種委員】
⑴宇都宮市人間力向上フォ－ラム実行委員会顧問（2014年 4月～現在）
⑵栃木県連合教育会評議員（2014年 4月～現在）
⑶宇都宮市うつのみや文化創造財団評議員（2012年 4月～現在）
⑷とちぎ道徳教育実践学会会長（2013年 6月～現在）
業 績 目 録
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⑸光村図書出版株式会社道徳中学校副読本【栃木版】編集顧問（2013年 4月～現在）
⑹光村図書出版株式会社道徳中学校副読本【全国版】編集員（2013年12月～現在）
⑺宇都宮市教育委員会評価委員会議委員、2017年 7月。
⑻平成27年度大田原市いじめ問題対策推進委員会会議（副委員長）（2015年 7月～現在）
⑼宇都宮市総合計画市民懇談会副委員長（副委員長）（2016年10月）
⑽陸上自衛隊　東部方面隊オピニオンリーダー（2017年 4月～現在）
⑾宇都宮市総合計画審議会（副委員長）（2017年 8月～12月）
⑿宇都宮市教育委員会評価委員会議委員（2018年 7月）
⒀宇都宮ロータリークラブ米山記念奨学金委員会委員（2018年 7月～現在）
⒁矢板市立小中学校適正配置検討委員会委員長（2018年 6月～2019年 1月）
【講演・講話等】
⒂栃木県実習指導者講習会講話、2016年11月18日、21日。
⒃那須地区中学校教育研究会道徳部会授業研究会講話、2016年12月 2日。
⒄栃木県看護系教員協議会研修会講演、2017年 2月27日。
⒅栃木県小学校教育研究会講演、2017年 5月26日。
⒆宇都宮市陽東地域学校園小中一貫教育全体研修会講演。2017年 7月31日。
⒇教員免許更新講習講義、2017年 8月 1日。
（21）栃木県小学校教育研究会宇都宮支部道徳部会夏季研修会講演、2017年 8月 7日。
（22）栃木県教育担当者研修講話、2017年 8月28日、29日。
（23）大田原信用金庫「だいしん経営塾」講演、2017年10月24日。
（24）開倫ユネスコ協会講演、2017年11月16日。
（25）栃木県実習指導者講習会講話、2017年11月17日、20日。
（26）那須地区中学校教育研究会道徳部秋季授業研究会講話、2017年11月28日。
（27）栃木県創価教育実践報告会講演、2017年12月10日。
（28）宇都宮東ロータリークラブ卓話、2018年 5月22日。
（29）栃木県立清陵高等学校創立記念講演会講演、2018年 5月24日。
（30）宇都宮市立城東小学校道徳講演、2018年 6月18日。
（31）第11回とちぎ道徳教育実践学会講評、2018年 7月 7日。
（32）教員免許更新講習講義、2018年 8月 6日。
（33）栃木県公明党議員研修会講演、2018年 8月26日。
（34）栃木県実習指導者講習会講話、2018年 9月10日。
（35）宇都宮ロータリークラブ卓話、2018年 9月18日。
（36）RADIO BERRYM FM栃木「グローイングアップ福祉」出演、2018年10月22日。
（37）RADIO BERRYM FM栃木「グローイングアップ福祉」出演、2018年10月29日。
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（38）宇都宮市立中央図書館「読書推進講座」「一茶の俳句とその人生～生きとし生けるも
のの世界～」講演、2018年11月11日。
（39）関東地区人間教育実践報告大会講評、2018年11月25日。
（40）那須地区中学校教育研究会道徳部会授業研究会講話、2018年11月30日。
（41）第12回とちぎ道徳教育実践学会講評、2018年12月 8日。
経営学部　教授　天尾久夫
・「信金中央金庫の研究―信用金庫と信金中央金庫の抱える諸問題― 」　作新学院大学 
『作大論集』 第 7号 163～194ページ 　2017年
・「日本の地域金融機関の破たんと再生過程とその公的費用負担についての研究　－地
域金融のバブル期、デフレ不況期、そして平成を越えて－」　作新学院大学経営学研
究科　博士論文　2018年
・「法人統計から見た金融機関の貸出行動の分析 」　作新学院大学 『作大論集』 第 8号 
299～349ページ 　2018年
社会的活動
⑴『地方財政研究会』　北関東の少子化の教育環境について　－所得と教育水準の維持
についての考察－（2016年 4月～2017年 3月）
⑵『地方財政研究会』　宇都宮市の人口減少社会での商業圏と住居圏の問題点と変化に
ついて　－地域からの退出要因と参入補助の維持についての考察－（2016年 4月～
2017年 3月）
⑶景気循環と経済データコンファレンス（科学技術研究費基盤研究（B）15H03351、「広
義の社会資本投資が民間経済に及ぼす効果の検証」）で「日本の農業金融の抱える諸
問題についての一考察　－農林中央金庫の現況－」について発表　2016年 6月 4日
（土）　学習院大学経済学部第 1会議室（於学習院大学目白キャンパス東 2号館13階）
⑷宇都宮市公金管理運用相談委員2017年 4月～2019年 3月
経営学部　特任教授　今井秀之
著書
【共著】
⑴ マーケティング・サイエンスのトップランナーたち、
　（第10章：ブランディングを成功させる、P211-P233），朝野熙彦編著，東京図書，
2016年 4月
⑵ サービスデザイン～フレームワークと事例で学ぶサービス構築、
　（第20章：ブランディングを成功させる、P194-P202），山岡俊樹編著，共立出版，
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2016年 6月
【分担執筆】
○女性向け製品開発～本音・ニーズの発掘と活躍する組織の作り方～ ,㈱技術情報協会　
2016年 6月
○ヒット商品を生み出す !　ライオンの人材育成の考え方「ヒット商品を生み出す人材
育成法」、月刊「研究開発リーダー」：第 3 章 7 節；pp.211㻙219、㈱技術情報協会、
2017年10月
○「ヒトの完成に訴える製品開発とその評価」～ビジュアル投影法を活用した製品コン
セプトの設計～ ,㈱技術情報協会　2018年 6月
○入浴行動における新価値探索～モバイルビジュアル法活用によるバスタイム価値意識
の探求、月刊㈱技術情報　隔月誌 [Cosmetic]、㈱技術情報協会、2018年10月
○生活者研究から見たシニアのための商品開発 , 作新学院大学論集　第 8号、2018年 3
月
学会での口頭発表等
①王ウジスグラン（作新学院大学博士後期課程），今井秀之、生活者の健康意識と高齢
化への一考察、第12回日本感性工学会秋季大会、2016.9.11
②今井秀之・原憲子、ディフェンスレス型行動観察による生活者インサイト発掘の試
み、第12回日本感性工学会秋季大会、2016.9.11
③今井秀之・原憲子、入浴行動における新価値探索～モバイルビジュアル法活用による
バスタイム価値意識の探求～、第19回日本感性工学会、2016.9.16
④今井秀之・原憲子、「快適価値」を起点とする商品開発事例、第12回日本感性工学会
春季大会　2017.3.27
⑤ Hideyuki Imai、&ODVVL¿FDWLRQRIWKHFRPIRUWDEOHIHHOLQJDWXVLQJ'HRGRUL]HUE\0RELOH3KRQH
Research、ACED2017（The 2nd Asian Conference on Ergonomics and Design）日本人間工学 , 
P62㻙65. 2017.6.27
⑥今井秀之・他、ライオン製品が変える消費スタイル提案、産業・組織心理学研究、第
32巻第 1号、2017.9
⑦今井秀之、入浴行動観察における新価値創造、日本デザイン学会、2018.6.27
⑧今井秀之、モバイル ･ビジュアル法を活用した新価値創造探索、デザイン人間学会報
告会、2018.8.30
社会的活動
⑴日本マーケティング学会会員（2013年 4月～現在に至る）
⑵日本マーケティング協会認定マーケティングマイスター（2013年 5月～現在に至る）
⑶データサイエンティスト協会会員（2015年 3月～現在に至る）
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⑷日本感性工学学会会員（2015年 4月～現在に至る）
⑸日本消費者行動研究学会学術会員（2015年 5月～現在に至る）
⑹日本マーケティング・リサーチ協会理事（2015年 6月～現在に至る）
⑺北陸先端技術科学大学院大学インダストリアルアドバイザー（2016年 4月～2020年 3
月）
⑻栃木県農産物ブランド化推進会議委員（2017年 4月～2020年 3月）
経営学部　特任教授　春日正男
学術論文：国際会議論文（査読つき）
　2018年度
⑴Takuma Kitamoto, Takahiro Kosuge, Yuka Suzuki, Teruko Ohba, Eiichi Endo, Kazuya 
0L\DJDZD0RWRQREX+LGDND+LURVKL+DVHJDZDDQG0DVDR.DVXJD(൵HFWVRI*LQJHU$URPD
Under Stress Condition: Perspectives from Biometric Informations, IWAIT-IFMIA 2019, 
No.43, USB Memory, Singapore （2019.01）.
学会での口頭発表
　2016年度
清掃活動が組織行動に与える影響と考察　－組織市民行動と職務満足感からの視点
－羽石和樹、春日正男、第44回あいまいと感性研究部会ワークショップー感性フォーラ
ム新宿 （2016.6）
　2017年度
⑴唾液アミラーゼ活性を指とした運動負荷に対するガリの効果、日高茂暢、相馬聡、春
日正男、遠藤栄一、大場　輝子、第35回日本生理心理学会大会発表論文（2017.5）．
⑵唾液アミラーゼ活性を指とした運動負荷に対するガリの効果、日高茂暢、相馬聡、春
日正男、遠藤栄一、大場　輝子、“生理心理学と精神生理学35、2（掲載決定）（2017.6）
⑶産学連携によるショウガ新商品開発についての取り組み , ショウガが持つ生理作用の
一考察、北本拓磨、石原眞興、長谷川光司、相馬聡、日高茂暢、宮川和也、中野公吾、
鈴木結訶、遠藤栄一 、大場輝子、春日正男、産学連携学会第15回大会発表論文
（2017.6）
⑷新たな企業成長を目指すための中小・中堅製造業の企業分析と特徴抽出に関する提
案、荻原明信、今崎泰浩、福富隆史、菊池克典、櫻井仙長、春日 正男、産学連携学
会第15回大会発表論文（2017.6）
⑸効果的な幼児教育を目指した高臨場感映像による新たな教育システムとその効果につ
いて高橋秀行、青木章彦、鹿島田千帆、春日正男、産学連携学会第15回大会発表論文
（2017.6）．
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⑹ 中小企業における従業員満足度と企業業績の関連性に関する検討、羽石 和樹、中村 
博美、羽石 容房、春日 正男、映像情報メディア学会札幌研究会（発表決定）（2018.2）．
その他
⑴ 平成28 年度大学コンソーシアムとちぎ「大学を超えた共同研究支援事業」報告書：
プロジェクト名： 地域の産業振興と生活活性化支援を目的とした生姜新商品の価値創造
に関する基礎研究
プロジェクトリーダー：作新学院大学：春日正男
プロジェクトメンバー
・宇都宮大学 工学部：北本拓磨、工学研究科：長谷川光司
・作新学院大学 経営学部：相馬聡、人間文化学部：日高茂暢
・国際医療福祉大学 薬学部：宮川和也
・文星芸術大学 デザイン専攻：中野公吾
・アートス（株）：鈴木結訶
・遠藤食品（株）：遠藤栄一，大場輝子
・大学コンソーシアムとちぎ産学官連携サテライトオフィス：石原眞興
社会活動
⑴宇都宮市個人情報保護運営審議会 会長代行委員（2012年10月 1日～2018年 9月 1日）.
⑵うつのみや次世代産業イノベーション推進会議副会長（2013年 8月28日～現在に至る）
⑶栃木市クリーンプラザ審査委員（2017年 7月21日～現在に至る）
⑷栃木県北東部産業交流会　記念講演、感性工学が拓くこれからの企業経営の世界、
（2017年 6月22日）．
⑸常総学院講演会：特別講演、“変化する社会から見た期待される職業と進路選択”、
（2017年10月 9日）．
経営学部　教授　武井孝介
学術論文
・「民営化・株式上場に至るまでの郵政の歴史と沿革」,「日本郵便の現状と上場後の事
業戦略」,「上場企業としての日本郵政の未来像」：『郵政飛躍研究会報告書―100年後
も愛される会社をめざして』, 日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所 , 2016年 8月 , 
pp.1㻙7, pp.53㻙55, pp.99㻙109, 蟻生俊夫 ,上野雄史 ,竹澤康子 ,唐成 , 戸崎肇 ,樋口徹。
・「スウェーデンにおける郵便事業の現状と課題」、「デンマークにおける郵便事業の現
状と課題」、「ノルウェーにおける郵便事業の現状と課題」：『海外郵便事業調査報告
書』, 日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所 , 2018年 3月 , pp.10㻙27。
・「ラ・ポストの挑戦―フランスにおける郵便事業の現状と課題―」：『JP 総研
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Research』,日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所 , 2018年 4月 ,第42巻 , pp.28㻙37, 
伊藤栄一。
・「郵便局ネットワークの課題と今後の郵便局経営のあり方」、「フランスにおける郵政
事業の現状と課題」、「夕張市内における郵便局の現状とその取り組み」：『創業150周
年を見据えた事業の再構築―郵政事業の未来構想研究会報告書』, 日本郵政グループ
労働組合 JP総合研究所 , 2018年11月 , pp.58㻙67, pp.96㻙109, pp.140㻙145, 立原繁 ,齋藤貞
之 , 竹澤康子 , 森川健 , 唐成 , 伊藤栄一 , 栗原啓。
研究報告
・「海外における郵便サービス品質の現状と離島の郵便マネジメントシステムに関する
研究」：（一社）通信研究会 , 2018年 3月22日 , 樋口徹 , 荒木宏 , 高柳秀史。
その他著作
・「南信州の『村』の暮らしを支える郵便局―長野県平谷・木沢・売木郵便局を訪ね
て」：『JP総研 Research』,日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所 , 2016年 9月 ,第
35巻 , pp.40㻙47。
・「住民主体の地域経営への転換と今後の課題（上・中・下）」：『通信新聞』,通信新聞
社 ,2016年10月27日 ,11月24日 ,12月29日。
・「『島』の人々とともに歩む郵便局―山口県見島・萩大島郵便局―」：『JP 総研
Research』,日本郵政グループ労働組合 JP総合研究所 , 2017年 9月 ,第39巻 , pp.54㻙61。
社会的活動
・JP総合研究所「日本郵政の新たな飛躍研究会」座長（2014年10月～2016年 8月）
・栃木労働局「栃木県特定最低賃金審議会」公益代表委員（2016年 9月～現在に至る）
・静岡県天竜浜名湖線市町会議「天竜浜名湖鉄道外部評価委員会」委員長（2016年 9月
～現在に至る）
・JP総合研究所「郵政事業の未来構想研究会」委員（2017年 1月～2016年10月）
・栃木労働局「栃木地方最低賃金審議会専門部会」公益代表委員（2017年 2月～現在に
至る）
・JP総合研究所「デジタル社会における金融二社の将来を創造する研究プロジェクト」
委員（2018年11月～現在）
経営学部　特任准教授　中川仁美
学術論文
【単著】
"Accounting theory to deviate from the accounting practices: The multi-layeredness of 
accounting in railroad accounting of the United States", Business and Accounting Research ⑸ 
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pp.43㻙51, Dec.31,2016.
「アメリカ鉄道会計における合理的意思決定の史的見解」『岩手県立大学宮古短期大学部
研究紀要』  第28巻（第 1号・第 2号合併号） 33㻙42頁、2017年12月25日。
学会での口頭発表等
【単独口頭発表】
“Prospective of historical study in railroad accounting of the United States; Accounting theory is 
to deviate from the accounting practices","International Conference of Busines Management 
2016"  Aug.23,2016. 
“Perspective of historical study in railroad accounting of the United States: Sinking Fund 
Accounting in the 19th”,"International Conference of Busines Management 2017" Aug.28,2017. 
社会的活動
⑴岩手県県土整備部都市計画課  岩手県開発審査会委員（経済分野　都市産業）（2017年
5月 1日～現在に至る）
経営学部　教授　那須野公人
著書
⑴「第 9章　日本企業の競争力低下と『国際競争力ランキング』」：『現代の産業・企業
と地域経済―持続可能な発展の追究―』大西勝明・小阪隆秀・田村八十八編著、晃洋
書房、2018年 5月、pp.98㻙105．
⑵『グローバル経営論―アジア企業のリープフロッグ的発展―』（単著） 学文社、2018
年10月、pp.1㻙201
学術論文
⑴「バングラデシュ = 衣料品から IT分野での『チャイナ＋1（プラスワン）』へ―『リ
ンケージ・マネジメント』の視点より―」：『グローバリゼーション研究』工業経営研
究学会 グローバリゼーション研究分科会、2016年 8月31日、Vol.13 No.1、pp.21㻙40.
⑵「台湾における ICT産業の発展再考―『リンケージ・マネジメント』の視点より―」：
『グローバリゼーション研究』工業経営研究学会 グローバリゼーション研究分科会、
2017年 8月31日、Vol.14 No.1、pp.25㻙44.
学会での口頭発表等
⑴「バングラデシュ = 衣料品から IT分野での『チャイナ＋1（プラスワン）』へ―『リ
ンケージ・マネジメント』の視点より―」：工業経営研究学会 グローバリゼーション
研究分科会、2016年 6月 4日、於：中央大学（後楽園キャンパス）
⑵「台湾における ICT産業の発展再考―『リンケージ・マネジメント』の視点より―」：
工業経営研究学会 グローバリゼーション研究分科会、2017年 5月20日、於：明星大学
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⑶「日本企業の競争力低下と後発国のリープ・フロッグ的発展―『リンケージ・マネジ
メント』 の視点より―」：工業経営研究学会 全国大会統一論題報告、2017年 9月16日、
於：愛知工業大学（自由ヶ丘キャンパス）
⑷「中国 ICT産業の新たな発展の可能性」工業経営研究学会 グローバリゼーション研
究分科会、2018年 6月23日、於：明星大学
⑸「インドにおける自動車産業の発展」工業経営研究学会 東日本部会、2019年 1月12日、
於：駒澤大学
社会的活動
⑴工業経営研究学会理事・副会長 （2014年 9月12日～現在に至る）
⑵栃木地方最低賃金審議会委員 （2006年 9月 8日～現在に至る）
⑶宇都宮市まちづくり交付金評価委員会委員 （2011年10月 1日～現在に至る）
経営学部　准教授　山下裕介
著書
【単著】
⑴『企業倫理研究序論―経営学的アプローチと倫理学的考察―』文理閣、2017年、全
133頁。
学術論文
⑴「企業倫理研究の方法論―日本とアメリカにおける論争の比較研究―」作新学院大学
『作大論集』第 8号、2018年 3月、pp.115－127。
学会での口頭発表等
⑴「企業倫理研究の方法論 －日本・アメリカの議論を中心として－」日本比較経営学
会第41回全国大会ワークショップ（「企業と社会：CSRおよび企業倫理に関する国際
比較」）、2016年 5月 7日（尚絅学院大学）。
社会的活動
⑴公益社団法人 栃木県経済同友会 第10回社会貢献活動支援助成選考委員（2016年 4月
22日～ 3月31日）
⑵宇都宮市廃棄物減量等推進審議会委員（2018年 2月～ 6月30日）
人間文化学部　教授　小黒浩司
著書
1 .単著『図書館をめぐる日中の近代』　青弓社（2016年 4月13日）　280p
2 .共著『人物でたどる日本の図書館の歴史』　青弓社（2016年 6月30日）　660p　共著
者：　小川徹、奥泉和久
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3 .編・解題『図書館用品カタログ集成 戦前編』　金沢文圃閣（2016年10月）　 2冊　文
圃文献類聚 54
4 .単著「CIE映画『格子なき図書館』二つのシナリオ」　日本図書館研究会オーラルヒ
ストリー研究グループ編著『文化の朝は移動図書館ひかりから：千葉県立中央図書館
ひかり号研究』　日本図書館研究会（2017年 3月）　12, 259p
5 .単著「統制された文化 15」『しんぶん赤旗』2017年 3月15日 9面
6 .監修・解題『近代製本関係人物事典：製本業者・社の歴史製本』　金沢文圃閣（2017
年 5月）　 2冊　文圃文献類従 56
7 .日本図書館文化史研究会編『図書館人物事典』　日外アソシエーツ（2017年 9月25日）　
440p　編集委員
8 .単著「『図書館人物事典』の読み方・楽しみ方」『週刊読書人』3233号（2018年 3月
30日）　p.5
9 .編著『図書館サービス論』ミネルヴァ書房（2018年 9月30日）　vii, 268p
10.単著「新刊紹介『公共図書館の冒険 未来につながるヒストリー』」『青山学報』265
（2018年10月）　p.32
学会での口頭発表等
1 .「経蔵考」　日本図書館文化史研究会2017年度第 2回研究例会　2017年12月 9日
社会的活動
1 .宇都宮市教育委員会「「宇都宮市読書活動推進計画」等に係る参考人」　（2014年 4月
～現在に至る）
2 .2016年度関東地区公共図書館協議会総会・研究発表大会　基調講演・総評（2016年
6月）
3 .日本図書館文化史研究会代表（2017年 4月～現在に至る）
4 .日本図書館研究会評議員（2017年 4月～現在に至る）
人間文化学部　特任教授　木村直人
論文
⑴「学校教育における『主権者教育』と社会科の関係」教職実践センター研究紀要第 4
号　2017年 2月　pp.3㻙12
⑵「18歳選挙権の成立と学校における主権者教育」教員免許更新講習テキスト 選択講
習「青年の社会的自立と主権者教育」2017年 8月　pp.27㻙52
⑶「『総合的な学習の時間』の考察」共著　教職実践センター研究紀要第 5号　2017年
9月　pp.28㻙36
⑷「いわゆる18歳選挙権に伴う『生徒指導と進路指導』の課題～高校生の政治活動・職
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業としての政治～」教職実践センター研究紀要第 5号　2017年 9月　pp.56㻙65
⑸「『さんちき』の教材研究」共著　教職実践センター研究紀要第 6号　2018年 2月　
pp.3㻙11　
⑹「新小学校学習指導要領に基づく社会科第 6学年『古墳』」共著　教職実践センター
研究紀要第 6号　2018年 2月　pp.93㻙102
⑺「新学習指導要領と主権者教育について」下野教育第758号2018年 5月　pp.12㻙17
⑻「18歳選挙権の成立と学校における主権者教育」教員免許更新講習テキスト 選択講
習「青年の社会的自立と主権者教育」2018年 8月　pp.19㻙58
口頭発表
⑴「新学習指導要領のもと、各発達段階に応じた主権者教育の在り方についてⅠ　―具
体的展開モデルの提言に向けて―」栃木県教育研究発表大会2018年 1月26日　大会要
項 p.5
⑵「新学習指導要領のもと、各発達段階に応じた主権者教育の在り方についてⅡ　―具
体的展開モデルの提言に向けて―」栃木県教育研究発表大会2019年 1月26日　大会要
項 p.5
社会的活動
⑴公益財団法人栃木県育英会 評議員選考委員会 委員（2014年 4月 1日～現在に至る）
⑵学校法人作新学院　評議員（2016年 4月 1日～現在に至る）
⑶高校生に対する主権者教育「18歳選挙権　あなたも主権者」等の実施（2016年 4月～
現在に至る）栃木県立宇都宮清陵高等学校、作新学院高等学校、栃木県立高根沢高、
茨城県立多賀高等学校、栃木県立小山南高等学校、栃木県立鹿沼東高等学校
⑷大学・短大生に対する主権者教育「18歳選挙権　あなたも主権者」や栃木県選挙管理
委員会と選挙啓発活動の実施（2016年 6月～現在に至る）
⑸関東信越国税局租税教育セミナー教養講話「主権者教育にかかる諸課題」講師 2016
年 8月 8日
⑹栃木県高等学校体育連盟発足70周年記念表彰　2016年10月24日
⑺栃木県連合教育会主権者教育研究部会長（2017年 4月～現在に至る）
⑻宇都宮市もったいない運動市民会議委員（2017年 4月～現在に至る）
⑼宇都宮税務署管内国税モニター（2017年 4月～現在に至る）
⑽未来の主権者育成推進フォーラム　コーディネーター（2017年 8月 3日）栃木県選挙
管理委員会・栃木県教育委員会
⑾主権者教育アドバイザー（2017年11月～現在に至る）総務省自治行政局選挙部
⑿千葉県市町村選挙管理委員会職員研修会講師（2018年 1月23日）千葉県選挙管理委員会
⒀とちぎ選挙高校生セミナー講師（2018年 3月 8日）栃木県選挙管理委員会
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⒁栃木市選挙管理員会研修会講師（2018年 8月30日）栃木市選挙管理委員会
人間文化学部　教授　小林千枝子
著書
小山歴史研究会『小山の昭和史』共著　2018年 1月刊行予定
　前篇「第 3章　教育文化　Ⅰ　昭和後期の教育文化」（単著）担当
　後篇「第 3章　教育文化　Ⅰ　昭和後期の教育文化」（単著）担当
　後篇「第 3章　教育文化　Ⅱ　新制中学校と新制高等学校」（単著）担当
『現代教育の基礎理論（仮）』共著　2018年 2月刊行予定　ミネルヴァ書房
　「第 5章　生活指導―その特色と役割―」（単著）担当
『写真アルバム　栃木・小山・下野・下都賀の昭和』監修・小森谷昭平（共著）
2018年 4月　いき出版
　「10　民主主義教育の出発」リード文（単著）およびキャプション（共同）担当
　「10　元気な子どもたち」リード文（単著）およびキャプション（単独）担当
学術論文等
「書評に応えて」
　単独　2016年 9月　『日本教育史研究』第35号　日本教育史研究会
「研究ノート　自由を貫いた教師、石川学―栃木県における口述の戦後教育史　その 2―」
　単著　2016年11月　『教科外活動と到達度評価』第17号
　全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「書評　竹内常一著『新・生活指導論――ケアと自治／学びと参加』」
　単著　2016年11月　『教科外活動と到達度評価』第17号
　全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「書評　木村元著『学校の戦後史』
　単著　2016年12月　『教育目標・評価学会紀要』第26号
　教育目標・評価学会
「書評　河合務著『フランスの出産奨励運動と教育』」
　単著　2017年 6月　『教育学研究』第84巻第 2号
　日本教育学会
「研究ノート　『地域』のはらむ深みと広がり―『地域と教育の会』渡良瀬川流域集会を
開催して―」
　単著　2017年12月　『教科外活動と到達度評価』第18号
「シリーズ小山の歴史185　栃木農業高校の分校があった時代」
　単著　2018年 2月　『広報小山』
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「留岡清男の論考『酪聯と酪農義塾』を読む―留岡清男と田中正造の接点を探る―」
　単著　2018年11月　『教科外活動と到達度評価』第19号
　全国到達度評価研究会教科外教育分科会
「地域と教育の『つながり』をめぐる意義と課題」
　単著　2018年12月　『教育目標・評価学会紀要』第28号　教育目標・評価学会
「教育の原点を踏まえて教育評価の特質を探る」
　 単著　2018年12月　『今日からはじめる楽しい授業づくり』第 7号　全国到達度評価
研究会
学会発表・講演等
「戦後日本の地域と教育―奥丹後から栃木県南地域へ―」
　単独　2016年 9月　日本教育史学会第605回例会　立教大学
「高等学校定時制課程の教育目的論―栃木県小山高等学校定時制課程を手がかりに―」
　単独　2016年11月　教育目標・評価学会第27回大会　一橋大学
「地域の歴史を探ることが教育にどう作用するか―足尾鉱毒事件・谷中村廃村問題から
今を考える―」（講演）
　単独　2017年 8月　第42回地域と教育の会全国大会渡良瀬川流域集会
　（講演記録が『地域と子ども通信』第329号、2017年10月、4～17頁に掲載された。）
「〈若者〉から〈青年〉へ、そして今―現代日本の〈大人になること〉―」（講演）
　単独　2017年10月　第11回栃木県私学のつどい2017
「課題研究 1　生活世界における『つながり』とその人間形成―その目標・評価論的検
討『地域』を教育目標とすることからみえてくる『つながり』の意義と課題」
　単独　2017年11月　教育目標・評価学会第28回大会　金沢大学
「大学における教職課程の現状と課題」
　 単独　2018年 8月　全国到達度評価研究会第35回全国研究集会　京都教育文化セン
ター
「地域がはらむ深みと広がり」
　単独　2018年 9月　第43回地域と教育の会全国集会　福岡行橋大会
「課題研究 2　『つながり』の歴史を踏まえて教育目標と評価の課題を探る―地域と教育
の『つながり』に焦点をあてて―」
　単独　2018年11月　教育目標・評価学会第29回大会　和光大学
社会活動
教育目標・評価学会理事（1992年～現在に至る）
小山歴史研究会理事（2016年 1月～）
特別審査員等審査専門委員及び国際事業委員会・書面評価員（2016年 8月～2017年 7月）
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　独立行政法人日本学術振興会
作新学院大学教員免許状更新講習必修講習担当（2009年度～現在に至る）
　「学校と子どもをめぐる教育の最新事情と発達の保障・支援の方法」（共同）
作新学院大学教員免許状更新講習選択講習担当（2017年度～現在に至る）
　「青年の社会的自立と主権者教育」（共同）
市貝町行政経営懇談会委員（2018年10月～現代に至る）
外部資金獲得
「青年の教育社会史―栃木県南部の新制中学校や高等学校定時制課程に焦点をあてて―」
（研究代表者　小林千枝子）独立行政法人・科学技術振興会　　科学研究費助成　基盤
研究（C）（一般）　2016～2019年度　課題番号16K04483」
編集成果（冊子の作成）
石川学『栃木県南教職史・生活史シリーズ 1　教職生活をふりかえって』2016年 9月
山中宏樹『栃木県南教職史・生活史シリーズ 2　教職者さまざま―国民学校と新制中学
校の恩師の思い出―』20178年12月
人間文化学部　特任教授　佐久間宏
学術論文
⑴知的障害児の視覚パターン認識に関する研究 ： 作大論集 作新学院大学・作新学院大
学女子短期大学部 2017年 3月 第 7号 pp.33㻙53
⑵知的障害児の視覚パターン認識に関する研究 ― 模写テストを中心として ― ： 作大論
集 作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 2018年 3月 第 8号 pp.29㻙48
⑶特別支援学校の教育機能とその構造：佐久間研究室論文集 2018年12月 pp.1㻙106
その他
⑴障害があっても、教育すれば人は成長する：公益財団法人飯塚毅育英会・友の会誌
『括目』 2017年 2月 第16号
⑵障害児の模写はなぜ似るのか？：公益財団法人飯塚毅育英会・友の会誌『括目』 2018
年 3月 第17号
⑶「お母さん」と「創を授かって」：公益財団法人飯塚毅育英会・友の会誌『括目』 
2019年 3月 第18号
社会的活動
⑴栃木県教育支援委員会委員長（2008年 4月～2018年 3月）
⑵公益財団法人飯塚毅育英会奨学生選考委員（2013年 4月～2019年 6月）
⑶栃木県「平成30年度学校安全総合支援事業」推進委員（2018年 6月～2019年 2月）
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人間文化学部　特任教授　野村勝彦
学術論文
【単著】
・作大論集：作新学院大学・作新学院女子短期大学部　　2017年 3月　私立大学におけ
るインクルーシブ教育を組み込んだ教員養成カリキュラム開発に関する研究⑵－介護
等体験と特別支援学校教育実習への連携について－　第 7号　pp.83㻙109．
・教育学論集：中央大学教育学研究会　2017年 3月　南米エクアドル共和国の特別支援
教育の現状と課題（その 1）－基礎教育課程を中心とした資料からの検討－　第60集　
pp.357㻙377．
・教職実践センター紀要：作新学院大学・作新学院女子短期大学部　2017年 9月　ICT
機器を活用した授業実践のための基礎情報⑴ 　第 5号　pp.21㻙27．
・作大論集：作新学院大学・作新学院女子短期大学部　　2019年 3月　私立大学におけ
るインクルーシブ教育を組み込んだ教員養成カリキュラム開発に関する研究⑶－学部
2年生時から卒業まで実施された実習等を終えた教職課程履修アンケートから－　第
8号（印刷中）．
・教育学論集：中央大学教育学研究会　2019年 3月　南米エクアドル共和国の特別支援
教育の現状と課題（その 3）－インクルーシブ教育の実施状況について－　第61集（印
刷中）．
学会での口頭発表等
・南米における特別支援教育に関する研究その 6：南米エクアドル共和国の基礎教育に
ついて　日本特殊教育学会発表論文集（CD版）　2016年 9月　野村勝彦．　
・教職課程履修における介護等体験と教育実習との関連－その 1　特別支援学校教員免
許履修学生の事例から－　日本福祉心理学会　2017年 7月　日本福祉心理学会発表論
文集　野村勝彦．
・ダウン症幼児のウェルビーイングを目指した就学相談事例―30年にわたる相談・支援
からの検討・考察―：日本福祉心理学会　2018年12月　日本福祉心理学会発表論文集　
宮本文雄・野村　勝彦．
社会的活動
⑴ JICAアフガニスタン国教師教育における特別支援教育強化プロジェクト 2　特別支
援教育短期専門家（2014～2017.9）
⑵日本福祉心理士会認定委員会委員・幹事（2015.9～現在に至る）
⑶一般社団法人障害児・者の自立を図る桐親会　虐待防止委員嘱託（2016.9～2017.5）
⑷社会福祉法人わかぎり 評議員嘱託（2017.6～現在に至る）
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人間文化学部　特任教授　村松和彦
論文
【共著】
題目： 地域に生まれ，地域に育ち，地域に生きる子どもの育成
掲載誌名　悠久
編者　宇都宮市教育会事務局
発行者　宇都宮市教育会
掲載年月日　平成28年 3月（会報 VOL.34）　pp.55㻙59　
共著者名　仁平　由美（主筆）
社会的活動
栃木県小学校教育研究会宇都宮支部図画工作部会　副部会長　
（2016年 4月 1日～2018年 3月31日）
短期大学部　准教授　小栗貴弘
著書
【分担執筆】
⑴小学校等との連携：障がい児保育の基本と課題　井村圭壯・今井慶宗　学文社　2016
年 9月15日　pp.101㻙107
⑵学童期後期から青年期にかけての発達：子ども家庭支援の心理学　原信夫・井上美鈴　
北樹出版　2019年 3月
学術論文
⑴高校生を対象としたソーシャルスキルトレーニングの評価研究―尺度作成および効果
評価―：Journal of Health Psychology Research　健康心理学会　2017年　第 21巻　
pp.139㻙149
⑵次世代を育む日本コミュニティ心理学会：コミュニティ心理学研究　日本コミュニ
ティ心理学会　2017年 8月　第21巻　pp.9㻙16
⑶「個別の指導計画」を用いた発達障害のある幼児の理解と支援－ 支援案と支援ツー
ルの作成 －：作新学院大学女子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　
2018年 2月　第 1号　pp. 61㻙67
⑷わいわいひろば活動報告　––2016年度から2017年度の利用者調査より－－：作新学院
大学女子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　2018年 2月　第 1号　
pp. 68㻙76　設楽紗英子・宍戸良子・坪井真
⑸高校中退予防としての学習スキル獲得の効果－　英単語学習における流暢性獲得　
－：教職研究　立教大学　2018年 2月　第31号　pp. 35㻙47　大橋智
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⑹漢字学習における学習スキルのユニバーサルデザインの検討―　高校中退の普遍的予
防のためのアナログ研究　－：作大論集　作新学院大学・作新学院大学女子短期大学
部　2018年 3月　第 8号　pp. 147㻙162
⑺保育者養成課程における ICTを用いたピアノ教育の効果：作大論集　作新学院大学・
作新学院大学女子短期大学部　2018年 3月　第 8号　pp. 57㻙67　青木章彦・長澤順・
岸本智典
⑻高校中退における指示的予防に関する事例研究――連携による学校適応支援とキャリ
ア支援――：立教大学臨床心理学研究　2019年 3月　第13号　工藤仁美
⑼高校中退の指示的予防を通した社会的自立の支援―中退のセーフティネットを目的と
した外部機関との連携―：作大論集　2019年 3月　第 9号　吉永惠子
学会での口頭発表等
⑴子どもを成長させるコミュニティ・アプローチについて考える：日本コミュニティ心
理学会第19回大会　2016年
⑵定時制高校における SSWと SCの連携による効果的支援　～校内支援による中退予
防と関係機関とのネットワークによる就労支援の実践報告～：日本学校ソーシャル
ワーク学会第11回全国大会　2016年　吉永惠子
⑶高等学校における「教科指導の配慮や工夫」の充実のために：日本特殊教育学会第55
回大会　2017年　大橋智・原健太郎・矢野善教・若林上総
⑷地域，組織，他職種との連携とさまざまなアプローチ：日本家族心理学会第34回大会　
2017年　生田倫子・野崎智仁・上田将史・牧　裕夫・亀口憲治
⑸高校中退予防としての学習スキル獲得の試み―英単語学習における流暢性獲得とその
効果―：日本 LD学会第 1回研究集会　2017年　大橋智
社会的活動
⑴埼玉県教育委員会　スクールカウンセラー（2008年～現在に至る）
⑵埼玉県教育委員会　特別支援教育巡回支援員（2013年～現在に至る）
⑶戸田市教育委員会　発達支援巡回相談員（2013年～現在に至る）
短期大学部　講師　宍戸良子
著書
【共著】
⑴『子どもの育ちをとらえるラーニング・ストーリー　いつでも、どこでも、だれでも
できる観察・記録・評価』北大路書房　2018年 3月20日　全147頁　宍戸良子・三好
伸子
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【分担執筆】
⑵  「第 4章保育者養成校における実践」『ヴィジブルな保育記録のススメ：写真とコメ
ントを使って伝える』　小泉裕子・佐藤康富　すずき出版　2017年10月17日　pp.83
－92
⑶  「第15章諸外国の保育内容」『子どもの主体性を育む保育内容総論』津金美智子・新
井美保子編　みらい　2018年11月15日　pp.177－192
学術論文
⑴「乳児保育に関する体験学習の教育効果」：作新学院大学女子短期大学部研究紀要　作
新学院大学女子短期大学部　2018年12月24日　第 1号　pp.35㻙46　宍戸良子・坪井真
⑵「わいわいひろば活動報告－2016年度から2017年度の利用者調査より－」：作新学院
大学女子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　2018年12月24日　第 1
号　pp.68㻙76　設楽紗英子・宍戸良子・坪井真
⑶「ラーニング・ストーリー実践保育者の語り－ニュージーランドにおける子ども理解
と自己理解を深める保育の営み－」：甲南女子大学研究紀要　甲南女子大学　2018年
3月　第54号　pp.87㻙98　三好伸子・宍戸良子
⑷「保育カンファレンスにおける対話的解釈を育むための基礎条件－ラーニング・ス
トーリー学習会後の学生と保育者の語りより－」：甲南女子大学研究紀要　甲南女子
大学　2018年 3月　第54号　pp.99㻙113　三好伸子・宍戸良子
学会での口頭発表等
【単著】
⑴「 ラーニング・ストーリーを用いた子ども理解⑶－相互理解を育むニュージーラン
ドの保育現場からの学び－」：日本保育学会第69回全国大会　2016年 5月 7・8日　日
本保育学会第69回大会発表要旨集録（DVD）　宍戸良子・三好伸子
⑵「 ラーニング・ストーリーを用いた子ども理解⑷－自己理解・他者理解という新た
な意義をもたらしたナラティヴ－」：日本保育学会第69回全国大会　2016年 5月 7・8
日　日本保育学会第69回大会発表要旨集録（DVD）　三好伸子・宍戸良子
⑶「 保育者養成と子育て支援をつなぐドキュメンテーションの可能性」：平成28年度
全国保育士養成セミナー全国保育士養成協議会第55回研究大会　2016年 8月26日　全
国保育士養成協議会第55回研究大会研究発表論文集　p.331
⑷「 カンファレンスにおける記録対象児を視認していない第三者の役割－保育者・学
生・養成校教員による協働記録学習会のナラティヴに焦点を当てて－」：平成28年度
全国保育士養成セミナー全国保育士養成協議会第55回研究大会　2016年 8月26日　全
国保育士養成協議会第55回研究大会研究発表論文集　p.327　三好伸子・宍戸良子・
野口知英代
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⑸「ドキュメンテーション作成を導入した模擬保育の効果」：関西教育学会第68回大会
2016年12月　関西教育学会第68回大会発表要旨集録
⑹「保育者養成校における子育て支援活動の見える化がもたらす効果を考える－子育
て支援活動を紹介する『わいわいひろばだより』に着目して－」：日本保育者養成教
育学会第 1回研究大会　2017年 3月　日本保育者養成教育学会第 1回研究大会発表要
旨集録　宍戸良子
⑺自主シンポジウム「多職種協働によるラーニング・ストーリーを活用した子ども理
解のカンファレンス」：日本保育学会第70回全国大会　2017年 5月20・21日　日本保
育学会第70回大会発表要旨集録（DVD）企画者：宍戸良子
⑻「『乳児保育Ⅱ』におけるアクティブ・ラーニング導入の成果と課題－子育て支援を
テーマとして－」：日本保育学会第70回全国大会　2017年 5月20・21日　日本保育学
会第70回大会発表要旨集録（DVD）　宍戸良子
⑼「カンファレンスによる子ども理解・自己理解の試み－保育者・学生との協働記録
学習会におけるナラティヴに焦点を当てて－」：平成29年度全国保育士養成セミナー
全国保育士養成協議会第56回研究大会　2017年 9月 3日　全国保育士養成協議会第56
回研究大会研究発表論文集　三好伸子・宍戸良子・野口知英代
⑽「親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座－子ども理解のためのアセスメン
ト方法『ラーニング・ストーリー』を活用した子育て支援－」：平成28年度大学コン
ソーシアムとちぎ　2017年 9月30日　平成28年度大学コンソーシアムとちぎ「大学を
超えた共同研究支援事業」HP掲載　宍戸良子・丸橋亮子・齊藤崇
⑾「ラーニング・ストーリーがひろげた子育て支援の可能性－親子でつくる子どもの
育ちポートフォリオ講座の実践を通して－」：日本保育学会第71回全国大会　2018年
5 月12・13日　日本保育学会第71回大会発表要旨集録（DVD）　宍戸良子・丸橋亮
子・齊藤崇
⑿「親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座－子ども理解のためのアセスメン
ト方法『ラーニング・ストーリー』を活用した子育て支援－」：平成29年度大学コン
ソーシアムとちぎ　2018年 9月30日　平成29年度大学コンソーシアムとちぎ「大学を
超えた共同研究支援事業」HP掲載　宍戸良子・丸橋亮子・齊藤崇
【助成を受けた研究等】
⑴「親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座－子ども理解のためのアセスメン
ト方法『ラーニング・ストーリー』を活用した子育て支援－」：平成28・29年度大学
コンソーシアムとちぎ大学を超えた共同研究支援事業　2016・2017年　宍戸良子・丸
橋亮子・齊藤崇
⑵「『保育内容総論』『教育・保育課程論』『乳児保育Ⅱ』の授業改善に関する研究－模
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擬保育の計画・実践・記録を用いた評価・改善による保育の構造理解と実践共同体の
基盤づくりを目指して－」：平成28年度教育研究開発改善経費　作新学院大学女子短
期大学部　2016年　宍戸良子
⑶「『ラーニング・ストーリー』を活用した子ども理解に関するシンポジウムの企画及
び教材開発に関する研究－多職種協働による保育カンファレンスの意義に着目して
－」：平成29年度教育研究開発改善経費　作新学院大学女子短期大学部　2017年　宍
戸良子
⑷「子育て広場『わいわいひろば』の社会貢献機能と体験学習機能の強化・促進」：平
成29年度教育研究開発改善経費　作新学院大学女子短期大学部　2017年　坪井真・宍
戸良子
⑸「保育現場と保育者養成校の協働によるドキュメンテーションを活用した子ども理
解の実践研究」：平成30年度大学コンソーシアムとちぎ大学を超えた共同研究支援事
業　2018年　宍戸良子・小栗貴弘・伊藤美帆・齋藤貴子・渡部ゆかり・山崎英明
社会的活動
⑴那須町公立保育所（黒田原第一保育園、伊王野保育園）における園内研修講師（2016
年 7月～2018年 7月　年 2回）
⑵作新学院大学女子短期大学部2016年度公開講座における講師（2016年10月10日）
⑶子どもの育ちと保護者支援を考える会　代表（2016年10月～現在に至る）
⑷親子でつくる子どもの育ちポートフォリオ講座における講師（2017年 3月～2018年
3月全 8回）
⑸日光市公立保育所主任保育士部会研修会における講師（2017年10月・11月　全 3回）
⑹平成29年度宇都宮市民大学（後期）専門講座における講師（2017年12月 4日）
⑺公益財団法人とちぎ未来づくり財団評議員（2017年12月～現在に至る）
⑻平成29年度第3回家庭教育支援者研修会における講師（2018年3月20日）
⑼太陽と虹空保育園における園内研修講師（2018年 5月23日・5月29日・6月 7日　全
3回）
⑽宇都宮地区幼稚園連合会研修会における講師（2018年 7月 3日）
⑾保育士等キャリアアップ研修「幼児教育」分野における講師（2018年 6月～10月　
全15日間）
⑿子ども主体の保育を考える実践研究会　代表（2018年 9月～現在に至る）
⒀いわき短期大学主催「子どものための記録・観察・評価」に関する講演における講
師（2018年12月 7日）
⒁栃木県保育協議会第 4回保育士部会研修会における講師（2019年 1月21日）
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短期大学部　教授　坪井真
著書
⑴第 4章「日本の社会福祉のあゆみ」、第 5章「海外の社会福祉のあゆみ」：シリーズ・
社会福祉の視座① 社会福祉への招待　［編著者］北川清一・川向雅弘　ミネルヴァ書
房　2017年 4月　第 4章 pp.59㻙76 第 5章 pp.77㻙93
⑵第 2章「ソーシャルワークの萌芽」：シリーズ・社会福祉の視座② ソーシャルワーク
への招待　［編著者］北川清一・久保美紀　ミネルヴァ書房　2017年 4月 pp.17㻙32
⑶第 2章「社会的養護の歴史」：子どもと社会的養護の基本  ［編著者］相澤譲治・今井
慶宗　学文社　2017年 9月10日　pp.9㻙17
⑷第 1章「児童家庭福祉の理念と歴史的展開」：保育実践と児童家庭福祉論　［編著者］
相澤譲治・今井慶宗　勁草書房　2017年12月
⑸第 3章「子ども家庭福祉のあゆみ」：シリーズ・社会福祉の視座③ 子ども家庭福祉へ
の招待　［編著者］北川清一・稲垣美加子　ミネルヴァ書房　2018年 3月 pp.33㻙50
学術論文
⑴方面委員の実践に対する関連制度の影響―『方面叢書』（1934㻙1942）のテキスト・マ
イニングと質的比較分析をとおして―：社会福祉科学研究　社会福祉科学研究所　
2016年 7月15日　 5号　pp.243㻙275
⑵日本における地域を基盤とした保育ソーシャルワークの特性分析⑴：鴨台社会福祉学
論集　大正大学社会福祉学会　2017年 3月15日　26号　pp.1㻙13
⑶日本における地域を基盤とした保育ソーシャルワークの特性分析⑵：作大論集　作新
学院大学・作新学院大学女子短期大学部　2017年 3月15日　 7号　pp.315㻙331
⑷幼稚園実習における音楽・図画工作の教育効果（共著：井上修・花田千絵・坪井真）：
作新学院大学女子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　2018年12月24
日　 1号　pp.12㻙23
⑸乳児保育に関する体験学習の教育効果（共著：宍戸良子・坪井真）：作新学院大学女
子短期大学部研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　2018年12月24日　 1 号　
pp.35㻙46
⑹恩賜財団済生会に内在する社会連帯思想の特性分析：作大論集　作新学院大学・作新
学院大学女子短期大学部　2018年 3月15日　 8号
⑺戦時下の日本における厚生事業と家族の社会的役割⑴：作大論集　作新学院大学・作
新学院大学女子短期大学部　2019年 3月15日　 9号
⑻戦時下の日本における厚生事業と家族の社会的役割⑵：作新学院大学女子短期大学部
研究紀要　作新学院大学女子短期大学部　2019年 3月15日　 2号
⑼戦時下の日本における厚生事業と社会連帯思想：鴨台社会福祉学論集　大正大学社会
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業績目録
福祉学会　2019年 3月15日　28号　pp.1㻙8
社会的活動
⑴栃木県社会福祉協議会　評議員（2016年度～現在に至る）
⑵とちぎ第三者評価推進機構　基準等部会　委員（2016年度～現在に至る）
⑶社会福祉法人栃木県社会福祉協議会における福祉サービスに関する苦情解決における
第三者委員（2016年度～現在に至る）
⑷とちぎ第三者評価推進機構　評価調査者継続研修　講師（2017年度～2018年度）
⑸栃木県児童館・児童クラブ職員研修　講師（2016年度）
⑹群馬県内社協職員連絡協議会・パワーアップ研修　講師（2016年度）
⑺埼玉県朝霞市要保護児童対策地域協議会研修　講師（2017年度）
⑻高根沢町子ども・子育て会議 会長（2017年度）
⑼千葉県コミュニティソーシャルワーカー基礎研修　講師（2017年度～現在に至る）
⑽第54回関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協議会　分科会講師（2017年度）
⑾さくら市教育委員会「子どもたちへのメッセージ 5」講話・作成検討会議　講師（2017
年度）
⑿千葉県南房総市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会　副委員長（2018年度）
⒀千葉県浦安市市民後見人養成事業フォローアップ研修　講師（2018年度）
⒁茨城県児童館・学童クラブ等職員研修　講師（2018年度）
⒂群馬県前橋市社会福祉協議会職員研修　講師（2018年度）
238
作大論集　第 9号　2019年 3月
